
鎌倉市立七里ガ浜小学校の 4・ 5年生に向けて、御谷

の森を題材にした出前授業を開催し、社員が講師を務め

た。鎌倉の歴史的建造物や景観が地域の人々によって守

られてきたことを、映像や資料などをつかって伝えた。

鎌倉の緑を守ってきた歴史の意義を、小学校の児

童たちに丁寧に説明。世界に誇れるまちを目指し

ている鎌倉市にとっても、強い後押しとなった。

鎌倉市立七里ガ浜小学校
「御谷の森に学ぶ」

鎌倉市長  松尾 崇さん

年間2000万人もの観光客が訪れる
鎌倉。その文化と歴史の起点ともい
える鶴岡八幡宮の奥に広がる緑は、
御谷の森という地域の人たちに長年
守られてきた土地だ。

「森もそのままでは守れない、皆さんが関心を持つことがすごく大事
だと感じました。そして現状を変えるためには行動することが大切だ
と思います。鎌倉の先人たちの思いを知って、これからも鎌倉を守っ
ていくために力を合わせて頑張っていきましょう」と松尾市長。力強
いメッセージだった。

2019年 8月、旧村上邸（鎌倉みらいラボ）にて、

神奈川県立高校・中学校の教職員22人を対象に

「先生のためのSDGs講習会」を開講。「持続可能

な社会の担い手づくり」のため、SDGsを取り入

れた授業の実践について教職員に考えてもらうと

いう初めての試みで、SDGs.TV総合プロデュー

サーの水野雅弘氏をファシリテーターに迎えた。

ESDプロジェクトの一環として
鎌倉で教職員へのサステナブル講習を実施

正面の山が御谷の森。かつてこの地に宅地造成計画が持ち上がった。撮影した場所は、鶴岡八幡宮
に仕えた供僧たちが住んだ「二十五坊」跡。国指定史跡である。鎌倉には「やつ」「やと」と読む
「谷」がつく地名がたくさんあるが、「御」がついて「おやつ」と読むのは、この御谷だけだ。

協力_（公社）日本ナショナル・トラスト協会、（公財）鎌倉風致保存会

鎌倉市長も参加！
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鶴つ
る
が
お
か岡
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
緑
あ
ふ
れ
る
景
観
を

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

　

鎌
倉
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
、
鶴
岡

八
幡
宮
。
い
ま
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
目
に
し
て
い
る

そ
の
緑
豊
か
な
風
景
は
、
信
託
の
仕
組
み
を
つ
か
っ
た

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
運
動
」

を
参
考
に
し
た
、
地
域
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
も
の
だ
。

　

鶴
岡
八
幡
宮
の
本
宮
の
背
後
に
広
が
る
の
が
、
鎮
守

の
森
と
も
い
う
べ
き
「
御お

谷や
つ

の
森
」。
こ
こ
は
、
古
く

か
ら
鎌
倉
を
見
守
る
聖
な
る
森
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
1
9
6
4

年
、
御
谷
の
森
に
宅
地
造
成
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
開

発
に
よ
っ
て
こ
の
風
光
明
媚
な
地
が
壊
さ
れ
る
危
機

に
晒
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
た
作
家
の

大お
さ
ら
ぎ佛
次
郎
氏
や
地
元
の
住
民
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
鎌

倉
風
致
保
存
会
を
設
立
。
保
存
会
は
全
国
か
ら
の
募
金

に
よ
っ
て
、
開
発
予
定
地
と
さ
れ
た
1
・
5
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
2
年
後
に
買
い
取
り
、
森
を
守
っ
た
の

だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
同
会
は
、
日
本
初
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
団
体
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

御
谷
の
森
の
活
動
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス

ト
運
動
の
先
駆
け
と
な
り
、
全
国
に
広
が
っ
た
。
御

谷
の
森
に
お
け
る
ト
ラ
ス
ト
運
動
は“

自
然
保
護
“
と

同
時
に
歴
史
的
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る“

景
観
保

護
“
の
役
目
を
果
た
し
た
こ
と
、
こ
の
運
動
を
契
機
に

「
古
都
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
京
都
・
奈
良
な

ど
全
国
の
古
都
の
景
観
が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

三
井
住
友
信
託
銀
行
は
、
こ
の
歴
史
と
先
人
た
ち
の

想
い
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
べ
く
、
全
国
各
地
で
実
施

す
る
E
S
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
の
一
環
と
し
て
、
保
存

会
設
立
50
周
年
の
2
0
1
5
年
1
月
、
地
元
の
小
学

生
へ
出
前
授
業
を
行
っ
た
。「
鎌
倉
の
景
観
を
守
る
た

め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
話
し
合
う

時
間
も
設
け
ら
れ
「
神
社
な
ど
の
ま
わ
り
に
家
を
建
て

な
い
」「
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
呼
び
か
け

る
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
間
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

｢地域の環境・生態系とその保全活動の意義」や
「SDGsを通じた地域課題への取り組み」を次世代へ伝える
同社のESDプロジェクト。その全貌とは。

三井住友信託銀行
サステナブルな社会づくりのために

持続可能な
社会づくりの
担い手を育てる

ESDプロジェクト

※持続可能な社会づくりの担い手を育むプロジェクト、ESDはEducation for Sustainable Developmentの略 066SUSTAINABLE TRIP TO KANAGAWA



三井住友信託銀行では、全国の店舗で地域の課題解決
を目指した取り組み「With You活動」を推進中。全国
でもとくに支店数の多い神奈川県内の支店で繰り広げ
られる多種多様なWith You活動の一部をご紹介！

→藤沢支店・藤沢中央支店

FSST文化祭
服の交換会

2014年に日本で初めて実稼動したスマー

トタウン「Fujisawa SST」の文化祭では、

持ち込んだ洋服を同数の服と交換できる、

参加費無料の「服の交換会」ブースを出

展。120名が約80点の洋服を持参し､ ほぼ

同数が新しい持ち主の手にわたった。まさ

に「循環型ファッション」を体感できるイ

ベントで今年も開催予定だ。

2022年に成人年齢が18歳に引き下げられ､

高校家庭科で金融教育が必修となったことか

ら､ 支店社員が講師となり、各地域の学校で

金融教育を提供している。

地元小中高での金融教育
リサイクルされずに廃棄されるプラス

チックごみをゼロにしようと、各支店社

員が積極的にマイボトルやエコバッグを

活用、ごみの分別も徹底している。

プラごみゼロ運動

顧客や社員の家庭で余ってしまった食品を持ち寄

り､ 食の支援を必要とする地域の福祉団体や施設

に寄付。港南台支店では隣接するグループ関係会

社と共同開催するなど活動の輪が広がっている。

→上大岡支店、港南台支店ほか
フードドライブ

地域の貴重な生態系を守るための取り組みとし

て、帷
かたびら

子川とその流域にのみ生息する「大池メ

ダカ」を店内ロビーで飼育・展示している。

→青葉台支店
絶滅危惧種の保全

LGBTQの存在を社会に広め、性と生の多

様性を祝福する「東京レインボープライド

2023」のパレードに社員が参加。

→相模大野支店
LGBTQ関連の取り組み

障がい者への経済的自立支援活動を行う、

NPO法人エミフルが制作したポチ袋を、来

店客へ配布。誰もが安心して働ける環境づく

りを目指すNPOの活動を応援している。

→川崎支店
障がい者への配慮　

各
支
店
の

取
り
組
み
は

こ
ち
ら
か
ら

069

地域の繁栄と息災を祈る下町祭礼の

「みこしパレード」に社員が参加。店

舗がある大滝町内の企業や商店街の商

売繁盛を祈願した。

近隣中学校で職場体験授業を実施、信託銀行

や商品・サービスの説明、生徒たちが新商品

を考えるグループワークも行った。

→厚木支店
地域の学生向け職場体験

開店40周年事業のひとつとして、小田原市

の御
み

幸
ゆき

の浜海水浴場の清掃活動に社員が参

加。かながわ海岸美化財団と共同で「海岸美

化に関するパネル展」も開催した。

→小田原支店
海岸保全活動

支店の財務コンサルタントが講師となり、資金の備え方

を伝える「人生100年応援セミナー」、相続・遺言への

準備を伝える「エンディングノート講座」などを開催。

→横須賀支店 →二俣川支店、たまプラーザ支店ほか

地域のお祭り参加 地域への情報発信

「麻生区美化キャンペーン」や「新百合ヶ

丘南口 クリーンアップ大作戦」に社員が

参加。清掃活動や花壇の植花、普及啓発活

動を通じて地域との交流を深めている。

→新百合ヶ丘支店
まち美化キャンペーン

地域の小中高生が描いた「ひまわり花絵画コンクー

ル」の入賞作品や、地域の魅力を伝える「川崎市観光

写真コンクール」の入賞作品のロビー展を定期開催。

→上大岡支店、川崎支店ほか
地域と連携したロビー展

神奈川県内の取り組み
Chal lenge for SDGs !

→横浜駅西口支店・横浜支店

Y-SDGs認証

県内の大学 3校にナプキンを配布するなど生理の貧困

問題に取り組んでいる。「世界早産児デー展示会」の実

施、「ライオンズ眼鏡リサイクル・プログラム」への参

加、フードドライブの活動などが評価され、横浜市が行

う Y-SDGs認証制度で最上位のSupremeを取得した。

068SUSTAINABLE TRIP TO KANAGAWA



地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る

金
融
機
関
と
し
て
地
域
創
生
に
貢
献

稲
葉　

三
井
住
友
信
託
銀
行
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
全
国
の
自
治
体
や
地
域
の
方
々
、
地
元
の
大

学
や
企
業
な
ど
と
協
力
し
て
、
地
域
創
生
や
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
自
然
資
本
関

連
で
は
、
林
業
再
生
や
地
域
の
活
性
化
を
進
め

る
取
り
組
み
と
し
て
「
森
林
信
託
」
を
開
発
し

ま
し
た
。
ま
た
急
務
と
な
る
気
候
変
動
対
応
と

し
て
、
小
田
原
市
で
行
わ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
当
社
T
B
F

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
）
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

T
B
F
チ
ー
ム
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、

資
源
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
対
し

て
、
技
術
の
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
水
素
、
蓄
電
池
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
や
専
門
家
で
構
成

し
た
チ
ー
ム
で
す
。
気
候
変
動
、
資
源
循
環
、

生
物
多
様
性
な
ど
の
地
球
規
模
の
課
題
と
、
地

域
の
課
題
を
考
え
な
が
ら
社
会
課
題
解
決
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

石
坂　

2
0
1
2
年
、
新
銀
行
と
な
っ
た
私
た

ち
三
井
住
友
信
託
銀
行
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ

ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
親
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
、「W

ith Y
ou

（
皆
さ
ま
と
と
も

に
）」
と
愛
称
を
つ
け
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

活
動
を
全
国
で
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

神
奈
川
県
下
の
支
店
の
み
な
ら
ず
全
国
の
支
店

が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
、
各
地
域
の
皆
さ

ま
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
地

域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
W

ith Y
ou

活
動
以
外
に
も
、
社
会
貢
献
・

地
域
貢
献
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
E
S
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま

す
。
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
鎌
倉
の
小
学
生
に
向

け
た
授
業
は
、
私
自
身
が
講
師
と
な
り
、
地
域

の
先
人
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
自
然
や
景

観
の
大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え
ま
し
た
。
以
降
、

テ
ー
マ
や
講
師
を
変
え
な
が
ら
全
国
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
20
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

新
し
い
発
想
や
取
り
組
み
が
盛
ん
な

神
奈
川
県
で
の
活
動
を
全
国
へ

稲
葉　

神
奈
川
県
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
有
識
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、「
ジ
ャ

パ
ン
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
S
D
G
s
へ
の
関
心
を
高
め
る
仕
掛
け

づ
く
り
は
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
も
賛
同
し

や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
坂　

横
浜
駅
西
口
支
店
・
横
浜
支
店
は
「
か

な
が
わ
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
」
へ
の
登
録
の

ほ
か
、
生
理
の
貧
困
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
契

機
と
な
り
、
横
浜
市
が
実
施
し
て
い
る
Y-

S
D
G
s
認
証
制
度
の
最
高
位
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
、
全
国
の
支

店
が
地
域
の
皆
さ
ま
と
長
い
時
間
を
か
け
て
積

み
重
ね
て
き
たW

ith Y
ou

活
動
が
、
こ
の
10

年
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

稲
葉　

当
社
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に

支
店
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
神
奈
川
県
内

で
の
優
れ
た
取
り
組
み
をW

ith Y
ou

支
店
ブ

ロ
グ
等
を
通
じ
て
、
全
国
に
伝
播
さ
せ
る
役
割

を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

地
域
に
愛
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

三井住友信託銀行の
 S D G sこれから。

グループで、会社で、各支店でのSDGsへの取り組みを
振り返りつつ、今後、三井住友信託銀行が担う役割について聞いた。

フェロー役員
サステナビリティ推進部長
稲葉 章代さん

 サステナビリティ推進部主任
石坂 彩さん

お話を伺ったのは

佐賀龍谷学園 龍谷中学校・高等学校 生徒作品「未来を夢見る魚」

晃華学園中学校高等学校 生徒作品
「Take off for the future」

姫路市立白鷺小中学校 生徒作品
「姫路城中曲輪バタフライガーデン」

東京都立新宿高等学校 生徒作品
「伝統の江戸東京野菜『内藤とうがらし』」　

豊橋市立老津小学校 児童作品
「とよはしの海で水中たんけん」

横浜市立永野小学校 児童作品「みんな仲良く平和に咲く太陽のようなひまわり」名古屋市立中川小学校 児童作品「大好きなみんなの地球」

問い合わせ先  三井住友信託銀行　https://www.smtb.jp/about/sustainability  /  csr@smth.jp 

SDGs number 1 7 142 8 153 9 164 10 175 116 1312

上記の絵画 7点は2021～2022年度に同社が発行した季刊小冊子『SuMi TRUST With You Report』の表紙を飾った作品です。
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